
モ
ス
ト
大
学
の
名
誉
学
位

ア

1

去
る
五
月
二
十
五
日
に
、
上
野
直
蔵
総
長
が
ア
ー

モ
ス
ト
大
学
か
ら
名
滋
子
位
口
o
n
一
又
 
0
{
工
仁
ヨ
曾
ゆ

一
豊
ゆ
誘
(
名
咋
"
文
化
博
士
、
略
称
ι
・
 
H
 
・
 
D
・
)
を

受
領
さ
れ
九
。
同
志
社
人
と
し
て
ア
ー
モ
ス
ト
の
名

光
、
学
位
を
受
け
九
人
は
新
島
襄
社
長
(
名
巻
法
学

此
す
(

博
士
L
L
 
・
 
D
 
・
一
八
八
九
年
)
、
原
田
助
総
長
(
名

洋
'
神
学
博
士
D
 
・
 
D
 
・
一
九
一
 
0
年
)
に
つ
い
で
、

上
野
総
長
が
二
人
目
で
あ
る
。
三
人
が
別
々
の
博
士

号
で
あ
る
こ
と
も
、
ま
た
原
黒
長
か
ら
上
野
総
長

ま
で
突
に
七
0
年
が
あ
い
て
い
九
こ
と
も
、
ア
ー
モ

ス
ト
大
学
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
上
で
は
興
味
深
い

事
実
で
あ
る
。

新
島
が
L
L
 
・
 
D
 
・
を
も
ら
っ
九
一
八
八
九
年
は

彼
が
永
眠
す
る
俸
か
半
年
前
に
当
り
、
い
わ
ぱ
タ
ッ

チ
の
差
で
こ
の
名
"
い
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
六
。

新
島
詳
儒
』
に
ょ
れ
ぱ
こ
の
年
七
月
二
日
付
の

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
孫
事
会
か
ら
の
通
知
は
八
月
下
旬

に
京
都
に
屈
い
九
ら
し
い
。
当
時
の
状
況
か
ら
推
し

て
、
新
島
へ
の
名
誉
学
位
授
与
の
推
進
者
が
、
ア
ー

モ
ス
ト
大
学
総
長
と
し
て
す
で
に
十
三
年
同
で
あ
っ

た
J
・
H
・
シ
ー
リ
ー
博
士
で
あ
っ
九
と
考
え
て
差

支
え
あ
る
ま
い
0
 
現
に
シ
ー
リ
ー
は
七
月
二
十
日
付

で
新
島
に
名
淋
学
位
を
受
け
る
よ
う
激
励
す
る
手
紙

を
書
い
て
い
る
。
新
島
自
身
は
そ
れ
を
も
ら
う
資
格

が
な
い
の
で
辞
退
し
た
い
と
考
え
、
宣
教
師
九
ち
に

相
談
し
た
。
辞
退
す
る
な
、
同
志
社
の
九
め
に
こ
れ

を
受
け
よ
、
と
い
う
の
が
宣
教
師
九
ち
の
一
致
し
た

一
覽
だ
っ
九
。
当
時
の
徳
'
猪
一
郎
あ
て
の
手
紙
に

も
「
小
生
は
兼
て
無
熊
冠
の
身
を
以
て
一
生
を
畢

へ
ん
と
思
ひ
居
候
に
、
右
様
の
学
位
を
受
く
る
と
は

器
意
外
の
出
来
事
に
て
大
に
赤
面
致
し
居
候
」
と

あ
る
。新

局
は
め
っ
六
に
自
咽
す
る
人
で
は
な
か
っ
九

こ
の
時
に
は
人
に
む
か
っ
て
L
L
 
・
 
D
 
・
が
重

が
、

荷
す
ぎ
る
こ
と
を
訴
え
、
こ
れ
は
一
伽
遷
↑
か
ヨ
ゆ
口
0
伽

(
怠
け
者
の
、
よ
九
よ
九
歩
く
犬
)
の
意
味
に
と
る

な
ら
ぱ
自
分
に
ぴ
っ
た
り
で
す
、
と
述
べ
九
と

し

う
。
大
学
設
立
を
め
ざ
し
て
、
満
身
創
疾
の
状
況
で

稲
闘
し
て
い
た
新
島
の
、
き
び
し
い
言
誓
受
取
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
何
故
「
法
学
博
士
」
な
の
か
。

新
島
が
法
律
に
強
か
っ
た
と
は
、
ど
の
伝
記
に
も
出

て
こ
な
い
。
元
来
名
井
学
位
は
、
大
学
が
す
ぐ
れ
九

学
問
的
、
文
化
的
、
社
会
的
業
績
を
あ
げ
九
人
物
を

表
彰
す
る
意
昧
で
、
そ
の
人
を
自
分
の
大
学
の
名
誉

卒
業
生
に
数
え
る
た
め
に
製
さ
れ
九
も
の
で
あ

る
。
十
八
世
紀
の
英
国
の
文
豪
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ジ
,

レノ

ン
ソ
ン
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
か
ら
L
L
・
D
・

を
授
与
さ
れ
九
。
彼
も
ま
た
法
律
と
は
特
別
に
か
か

わ
り
の
な
い
人
だ
っ
九
。
そ
の
他
沢
山
の
例
か
ら
言

垣
宗
治

北
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え
る
こ
と
は
、
長
い
期
間
に
わ
た
り
、
 
L
L
 
・
 
D

は
最
高
の
負
辛
位
と
み
な
さ
れ
て
き
九
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ア
ー
モ
ス
ト
の
場
合
、
卒
業
生
が
ど

こ
か
の
学
長
に
な
っ
た
り
、
上
院
談
員
に
当
逃
し
た

場
ム
ロ
、
 
L
L
 
・
 
D
 
・
を
授
与
し
、
母
校
と
し
て
そ
の

忠
子
の
功
績
を
鬻
る
こ
と
か
長
い
問
の
憤
鴛
っ

九
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
同
時
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

大
学
、
ス
ミ
ス
大
学
、
マ
ウ
ン
ト
ホ
リ
,
ー
ク
大

学
、
マ
サ
チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ
州
立
大
学
の
よ
う
に
、
近

く
て
親
し
い
大
学
の
総
長
化
は
、
な
る
べ
く
甲
い
機

会
に
L
L
 
・
 
D
 
・
を
贈
っ
て
敬
意
を

あ
ら
わ
す
こ
と
も
ま
九
慣
習
の
一
部

と
な
っ
て
い
る
。
新
島
の
L
L
・
D
・

に
は
そ
れ
に
類
し
た
意
味
が
こ
め
ら

れ
て
い
た
と
利
は
見
る
0
 
シ
ー
リ
ー

八
九
0
年
に
総
長
職
を
退
く
の

はで
あ
る
が
、
退
く
前
に
つ
の
宿
題

を
は
た
し
た
と
い
う
感
じ
が
す
る
の

で
あ
る
。

原
田
総
長
は
よ
く
同
志
社
中
興
の

祖
と
い
わ
れ
る
。
熊
本
バ
ン
ド
の
一

員
で
、
同
嘉
卒
業
後
神
戸
教
会
の

牧
師
と
な
り
、
神
戸
女
学
院
で
も
教

え
た
。
一
九
0
七
年
か
ら
一
九
年
ま

で
同
志
社
の
総
長
を
つ
と
め
、
こ
の

問
に
専
門
学
校
令
に
も
と
づ
く
同
志

社
大
学
を
出
発
さ
せ
た
。
晩
年
に
い

わ
ゆ
る
「
原
田
騒
動
L
 
が
起
こ
っ
て

同
褒
を
退
く
。
し
か
し
原
田
は
歴

代
総
長
の
中
で
は
響
名
や
湯
浅
と
並
ぷ
、
国
際
主

詫
的
な
広
い
視
野
を
も
っ
た
総
長
で
あ
っ
九
。

一
九
一
0
年
、
原
田
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
デ

イ
ン
バ
ラ
で
開
か
れ
た
世
界
宣
教
大
会
に
日
本
代
表

と
し
て
出
席
し
た
が
、
こ
の
と
き
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大

学
は
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
や
世
界
宣
教
大
会
議
長

ジ
ョ
ン
・
 
R
 
・
モ
ッ
ト
と
と
も
に
、
原
田
に
L
L

D
・
を
授
与
し
九
。
東
洋
の
宣
教
に
対
す
る
激
励
が

こ
め
ら
れ
て
い
九
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
と
き
D

D
・
を
授
与
さ
れ
た
人
々
も
あ
っ
た
が
、
牧
師
総
長

だ
っ
九
原
田
が
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
ら
と
共
に

L
L
 
・
 
D
 
・
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
は
、
や
は
り
そ
れ

が
最
高
の
魚
,
学
位
に
格
付
け
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

一
ハ
す
も
の
で
あ
る
。

原
田
は
こ
の
年
、
英
国
か
ら
米
国
に
わ
た
り
、

ハ

ー
ト
フ
ォ
ー
ド
神
学
校
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
等
で
講

演
し
九
の
ち
ア
ー
モ
ス
ト
を
訪
問
、
十
一
月
十
日
の

四
十
七
歳
璽
日
に
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
需
演
し
た

あ
と
、
 
D
 
・
 
D
 
・
の
学
位
を
畊
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
三
十
数
名
の
教
授
連
は
杵
夫
々
ガ
ウ
ン
を
着
用
し
」

て
こ
の
授
与
式
に
臨
ん
だ
と
原
田
は
日
記
に
記
し
て

い
る
。
 
L
L
 
・
 
D
 
・
で
な
く
て
D
 
・
 
D
 
・
を
与
え
ら

れ
た
の
は
、
す
で
に
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
か
ら
L
L
・
D
・

を
与
え
ら
れ
て
い
る
以
上
、
畏
っ
た
種
類
を
ア
ー
モ
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ス
ト
が
選
ん
だ
、
と
理
璽
き
よ
う
。

そ
こ
で
上
野
先
小
の
し
・
 
H
 
・
 
D
 
・
で
あ
る
0
 
学

位
授
与
の
理
由
書
を
読
ん
一
.
み
る
と
、
総
長
が
英
文

学
者
で
、
し
か
も
チ
,
ー
サ
ー
学
者
で
あ
り
、
『
力

ン
タ
ベ
リ
ー
物
誘
の
ひ
そ
み
に
な
ら
っ
て
、
ロ
ン

ド
ン
か
ら
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
ま
で
の
道
の
り
を
「
押
し

寄
せ
る
車
の
波
を
も
の
と
も
せ
ず
に
倒
分
の
足
で
歩

き
通
し
た
」
こ
と
ま
で
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
近
頃

の
米
国
諸
大
学
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
蚤
介
学
位
に
バ

ラ
エ
テ
ィ
を
も
た
せ
、
理
学
博
士
、
脊
楽
博
士
、
美

術
博
士
な
ど
も
出
し
、
 
L
L
 
・
 
D
 
・
が
政
治
家
、
行

政
家
、
法
律
家
む
け
の
学
位
に
な
っ
て
き
て
い
る
0

そ
れ
を
反
映
し
た
上
で
の
し
・
 
H
 
・
 
D
 
・
で
あ
っ
た

よ
う
に
私
は
思
う
の
で
あ
る
。

上
野
総
長
は
黒
社
人
と
し
て
は
新
島
、
原
田
に

次
い
で
三
人
目
の
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
名
巻
学
位
の
受

領
者
で
あ
る
が
、
 
R
本
人
と
し
て
は
七
人
丹
に
当
る

よ
う
で
あ
る
。
順
序
は
次
の
通
り
で
あ
る
0
新
鳥
(
L

k
か
ひ
f
コ

L
 
.
 
D
 
.
一
八
八
九
)
、
高
平
小
五
郎
(
L
L
 
・
 
D
・

一
九
0
九
)
、
原
田
(
D
 
・
 
D

-
 
0
)
、
神
円

九

な
い
よ

乃
武
(
L
L
 
.
 
D
 
・
一
九
一
三
)
、
樺
山
愛
輔
(
L

L
 
.
 
D
 
.
一
九
三
五
)
、
高
木
八
凡
(
L
 
・
 
H
 
・
 
D
.

一
九
五
五
)
、
上
野
(
L
 
・
 
H
 
・
 
D
 
・
一
九
八
0
)
0

こ
の
う
ち
新
島
、
神
田
、
樺
山
は
ア
ー
モ
ス
ト
大

学
の
正
規
の
卒
業
中
で
あ
る
。
高
平
小
笂
郎
(
一
八

五
四
1
一
九
二
六
)
は
小
村
野
大
郎
と
と
も
に
ポ
ー

ツ
マ
ス
条
U
需
結
の
と
き
の
日
木
令
机
を
つ
と
め
た

外
交
官
で
、
一
九
0
九
妬
五
月
七
口
、
駐
米
大
使
と

し
て
の
彼
は
新
島
の
肖
像
画
の
前
で
●
△
舗
演
し
、

そ
の
機
会
に
名
烹
'
位
を
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
0

神
田
は
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
一
八
七
九
年
卒
業
生

で
、
文
科
大
学
教
授
、
外
国
鰻
ナ
校
長
、
貴
傑
議

貝
を
歴
任
し
た
人
で
、
特
に
日
本
に
お
け
る
器
教

育
の
発
展
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
薩
儒
牙
の

海
軍
大
臣
の
息
子
で
あ
っ
た
樺
山
は
一
八
八
九
作
に

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
を
出
た
。
は
え
ぬ
き
の
国
際
人
で

あ
っ
て
、
戦
前
の
船
舶
の
時
代
に
渡
米
す
る
こ
と
十

数
回
に
及
び
、
ロ
ン
ド
市
縮
<
嘉
に
は
口
本
代
表

の
一
人
と
し
て
出
席
し
六
。
円
米
協
会
の
会
長
を
長

ら
く
つ
と
め
た
。
一
栞
は
束
京
大
学
浩
編
判
授
と

し
て
ア
メ
リ
カ
の
政
治
史
を
紕
じ
た
人
で
、
祁
田
乃

武
の
子
息
に
あ
た
る
。
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
研

究
の
開
拓
者
と
し
て
令
名
が
高
い
。

と
こ
ろ
で
同
志
社
関
係
者
と
し
て
ア
】
モ
ス
ト
か

ら
名
洋
¥
位
を
受
け
た
人
と
い
え
ぱ
、
同
大
学
卒
業

生
で
ア
〆
り
カ
ン
・
ボ
ー
ド
"
憂
師
と
し
て
来
Π
し

た
四
人
の
人
々
を
逸
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
六
教

帥
だ
っ
た
光
け
に
、
四
人
と
も
乞
洋
,
袖
γ
博
t
(
D
.

B
 
.
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
(
一
九
二
三
)
、
 
E
 
・
 
S
 
・
カ

ー
ブ
(
一
九
三
五
)
、
フ
ラ
ン
ク
・
ケ
ー
リ
(
一
九

一
)
で
あ
る
。

オ
ー
テ
ス
.
ケ
ー
リ
は
ア
ー
モ
ス
ト
火
学
代
表
で

あ
る
刷
者
の
ケ
ー
リ
教
授
の
祖
父
に
あ
た
る
0
 
ア
ー

モ
ス
ト
で
も
神
学
校
で
も
新
島
の
二
年
後
粧
だ
っ

た
。
岡
山
で
最
に
哥
し
た
の
ち
同
志
社
神
学
校

教
授
と
な
り
、
教
会
史
、
説
教
学
、
社
会
学
を
担
当

し
た
。
ワ
ラ
ン
ク
・
ケ
ー
リ
は
そ
の
三
男
で
北
海
道

を
叩
心
に
烋
辺
し
た
。
戦
後
い
ち
は
や
く
来
日
し
、

ア
メ
リ
カ
ン
.
ボ
ー
ド
の
冑
教
活
動
を
指
導
し
た
0

一
九
四
八
年
1
五
0
作
同
志
社
の
乳
を
つ
と
め
、

刷
志
社
か
ら
も
名
洪
祁
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い

る
。
カ
ー
ブ
は
一
九
0
九
年
か
ら
四
一
年
ま
で
同
志

社
料
学
校
に
お
い
て
新
約
、
旧
約
、
旧
約
外
典
の
領

域
で
研
究
と
教
育
に
は
げ
み
、
京
都
大
学
か
ら
Π
本

の
文
学
博
士
号
を
も
獲
得
し
た
0

ケ
ー
リ
父
子
と
力
ー
ブ
に
つ
い
て
は
『
同
嘉
百

年
史
』
が
腺
し
て
い
る
が
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
(
一

八
六
一
 
1
 
一
九
四
己
の
こ
と
は
佳
的
知
ら
れ
て

い
な
い
。
彼
は
一
八
八
三
年
の
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
卒

業
生
で
、
立
教
肺
と
し
て
一
八
八
七
年
に
来
口
し
、

D
 
.
)
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
噸
番
に
霄
く
と
、

オ

ー
テ
ス
.
ケ
ー
リ
(
一
九
0
四
)
、
ホ
レ
イ
シ
ヨ

.
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九
だ
ち
に
新
潟
県
長
岡
に
派
週
さ
れ
、
九
二
年
ま
で

の
五
年
問
を
そ
の
地
で
伝
道
し
、
そ
の
あ
と
新
潟
に

十
二
年
、
松
山
匹
十
九
年
伝
道
し
た
。
話
張
う
ま

く
、
ホ
ケ
ッ
ト
の
中
に
い
つ
も
へ
ビ
を
し
の
ぱ
せ
て

お
り
、
そ
れ
を
上
手
に
取
出
し
て
子
供
ら
を
魅
き
つ

け
光
と
い
う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
魅
き
つ
け
ら
れ
九

か
も
し
れ
な
い
子
供
の
一
人
が
、
の
ち
の
山
本
五
十

六
元
帥
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
の
長
岡
滞
在
は

山
本
の
三
歳
か
ら
八
歳
ま
で
に
当
る
。
阿
川
弘
行
の

『
山
本
五
十
六
』
に
は
、
山
本
の
父
高
野
貞
吉
の
日
記

か
ら
「
尋
、
日
曜
、
五
十
六
耶
蘇
へ
行
く
し
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。
耶
蘇
と
は
む
ろ
ん
教
会
の
こ
と
で
あ

る
0
「
晴
、
大
暑
、
ニ
ュ
ー
エ
ル
氏
新
潟
移
住
に
付

蔵
王
迄
見
送
る
」
と
い
う
記
事
も
み
え
る
。
兵
学
校

生
徒
時
代
の
山
本
は
バ
イ
ブ
ル
を
持
っ
て
ぃ
九
と
い

わ
れ
る
0
 
山
本
が
最
初
に
聞
い
た
器
は
ニ
ュ
ー
ウ

エ
ル
宣
教
師
の
そ
れ
で
あ
っ
九
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ウ
ェ

ル
は
一
九
0
五
年
か
ら
二
八
年
ま
で
同
志
社
の
理
事

を
つ
と
め
た
。
そ
し
て
連
合
簾
隊
司
令
長
官
山
本
五

十
六
が
太
平
洋
上
に
壮
裂
戦
死
を
と
げ
左
九
四

三
年
に
、
彼
の
少
年
時
代
の
宣
教
師
も
ま
た
海
の
彼

方
の
米
国
で
八
十
二
歳
の
天
寿
を
全
う
し
六
の
で
あ

つ
九
0

営
冨
ン
Z
ご
岳
胃
男
m
 
C
剛
〕
C
m
弔
エ
エ
.
 
Z
則
誘
一
冨
ン

「
同
志
社
設
立
の
始
未
・
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
1
口
語
改
記
並
原
文
1
」

(
森
中
章
光
編
)
「
新
島
襄
書
簡
集
L
 
続
編

(
同
志
社
編
)
(
新
島
襄
書
簡
集
」
1
岩
波
文
値

(
J
 
・
 
D
 
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
著
・
北
畑
三
尓
治
訳
)

「
新
島
襄
の
生
涯
」

薪
島
先
生
記
念
集
」

「
明
治
文
学
全
集
第
四
六
抵
]
」

(
新
島
・
植
村
・
清
沢
・
綱
島
集
)

(
一
.
 
U
.
ロ
ン
ぐ
一
m
)
「
〕
o
m
国
ヤ
エ
エ
ン
召
K
 
Z
鴇
m
一
三
ン
」

(
森
中
章
光
著
)
「
新
島
襄
片
鱗
集
」

(
森
中
章
光
著
)
「
新
島
先
生
と
徳
富
謙
L

(
森
中
章
光
著
)
「
新
島
襄
先
生
詳
年
譜
」

「
新
島
八
重
子
回
顧
録
」

(
徳
富
蘇
峰
著
)
「
新
島
襄
先
生
」

(
魚
木
忠
一
著
)
「
新
島
襄
1
人
と
思
想
」

(
岡
本
清
一
著
)
「
新
島
襄
」

(
同
志
社
社
史
史
料
編
集
所
編
)

同
志
社
百
年
史
(
通
史
編
1
 
・
Ⅱ
)

同
志
社
百
年
史
(
資
料
編
1
 
・
Ⅱ
)

(
和
田
洋
二
当
「
新
島
襄
L

繋
「
新
島
研
究
」

新
島
襄
関
係
文
献
(
抄
)

(
大
学
文
学
都
气
授
)

同
志
社
大
学
出
版
部

0

小
学
館
取
扱
校
友
会

同
志
社
校
友
会

筑
摩
書
戻社

志

同丁
子
屋
書
店社

志

同
同
志
社
・
同
志
社
校
友
会

同
志
社
大
学
出
版
部

同
志
社
大
学
出
版
部

同
志
社
大
学
出
版
部

同
志
社
大
学
出
版
部

志志

日
本
基
督
教
団
出
版
局

同
志
社
新
島
研
究
会

同同

社社

岩同同
τ'ゴ
」0、

社

ヨ=校

友

店会社
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